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プロジェクトとは
独自の新製品、サービスを創造
する期限と予算のある業務活動
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パフォーマンス測定の必要性

 プロジェクトの背景
 担当者は複数のプロジェクトを担当

 作業の時間配分は担当者任せ

 作業者の生産性は未知数
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プロジェクトの効率化
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企業 業種 実施 情報共有の形
Ａ 機械製造 実施 サーバ上で資料を共有
Ｂ 機械製造 実施 サーバ上で資料を共有
Ｃ 造船 実施 ３Ｄ－ＣＡＤモデル
Ｄ 機械製造（航空機） 実施 ３Ｄ－ＣＡＤモデル
Ｅ 機械製造（建設機械） 実施 ３Ｄ－ＣＡＤモデル

○コンカレントエンジニアリング
○フロントローディング（チェックシート）

個人の作業生産性の問題あり
チェックシートの必要性
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従来のプロジェクト管理

 工程は開始日と完了日の管理が基本
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プロジェクトの進捗を着手日で管理

 生産性を成長曲線で考える
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行程の進捗率は線形ではない
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EVM（Earned Value project 
Management）

生産性

時間

作業Ａ 作業Ｂ
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タスクの着手日記録と生産性

 完了の判断は困難しかし、着手日の管理は可能
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生産性

時間
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マネジメント精度向上のための対策１

 着手日管理の提案
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マネジメント精度向上のための対策２

 生産性向上対策
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マネジメント精度向上のための対策３

 着手日でのチェックシートの提示
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実際の作業量

 作業の早期着手日調査
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予定作業日数 実作業日数
作業遅れ

日数
実績仕事量

Ｘ(ｔ)×日

11日 25日 14日 10.5
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生産性測定の例（ソフトウエア）

 ソフト制作に於ける画面作成
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開始予定日 実開始日 完了予定日 実完了日 予定日数
作業
経過
日数

実日数
早期着手

日数

調査 ー 0 11 35 11 35 0
画面設計 ー 0 18 25 11 25 7
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生産性測定の例（部品製作）

 部品作成
１個の作成に５日かかる部品を３６個作る
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項目 部品１ 着手日 開始予定日 開始日 完了予定日 完了日

生産性 0 0 0 0.3 0.8 0.9
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実際の作業着手時期

 作業の早期着手日調査
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着手日管理

着手日管理を追加
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Registration 
window

タスク情報の登録と記録

 タスク情報の開始、終了情報を作業順番とは関
係なく登録する
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工程への知識の登録と工程検索
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タスクの開始、終了時に知識情報、
キーワードを登録することにより知識
から工程検索が可能となる

<TASK>
…..

</TASK>
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システム構成
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担当者別に複数の
プロジェクトのガント
チャートを表示可能

タスク情報登録時に
知識を登録する
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試作システム１
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今後の課題

 続き生産性を調査の継続

 着手日に提示する知識・情報の収集と
チェックシートの試作

 試作システムの操作性向上
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まとめ

 ガントチャート上の作業開始予定日には期待し
た作業生産性が確保できていない。

 着手日管理の提案

 試作システムによる作業状況の可視化と知識
データの収集

 着手日に提示するチェックシートの試作

 着手日管理の有効性確認
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